
大学の
取り組み

地
域
で
の
実
習
が
柱
の「
地
域
創
生
学
群
」を
軸
に

自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
学
ぶ
学
生
の
輪
が
拡
張

　

２
０
０
５
年
の
独
立
法
人
化
を
機
に
、北

九
州
市
立
大
学
で
は
抜
本
的
な
大
学
改
革

に
着
手
し
た
。
そ
こ
で
表
出
し
た
課
題
は
、

「
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
て
い

な
い
」、「
学
生
た
ち
が
社
会
に
出
て
か
ら
求

め
ら
れ
る
、実
践
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
授
業
が
で
き
て
い
な
い
」こ
と
な
ど
が
あ

っ
た
。

　

そ
こ
で「
地
域
に
根
ざ
し
、時
代
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
」を
育
成
す
べ
き
学
生
像
と
し
、真

に
地
域
に
役
立
つ
専
門
領
域
を
学
ぶ
新
た
な

学
部
を
２
０
０
９
年
に
創
設
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
・
地
域
創
生
学
群
長
で
創
設
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
る
眞
鍋
教
授
は
こ
う
振
り
返
る
。

 

「
新
学
部
を
創
る
に
あ
た
り
、ま
ず
地
域
の

方
々
に
話
を
聞
き
に
い
き
ま
し
た
。
す
る
と

『
北
九
大
は
地
域
の
役
に
た
っ
て
な
い
』、『
困

っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
す
る
と
専
門
外
だ
か

ら
わ
か
ら
な
い
、で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
』な
ど
、

と
に
か
く
お
叱
り
を
受
け
る
ば
か
り
で
し
た
」

　

地
域
が
抱
え
る
課
題
は
ひ
と
つ
の
専
門
性

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ

こ
で
大
学
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

 

「『
専
門
性
を
意
識
し
な
い
』こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。ま
ず
地
域
に
飛
び
込
み
、発
見
し
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
ん
な
専
門
知
識

が
必
要
か
考
え
て
か
ら
学
ぶ
の
で
す
。つ
ま
り

学
び
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
逆
転
で
す
」（
眞
鍋
教

授
）

　

そ
の
た
め
に「
学
部
」で
は
な
く
、複
数
の

学
部
に
ま
た
が
る
専
門
分
野
を
学
べ
る
学
部

組
織
で
あ
る「
学
群
」と
し
た
。地
域
創
生
学

群
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て

軸
と
し
た
の
は
、「『
テ
ィ
ー
チ
』で
は
な
く
学

生
が
自
ら
学
ぶ『
セ
ル
フ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』に
す
る

こ
と
」、「
地
域
の
日
常
を
学
生
が
自
分
ご
と

と
し
て
同
じ
目
線
で
見
て
考
え
る
こ
と
」だ
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
非
常
に
独
特
だ
。１
年
生

は
入
学
後
に
地
域
課
題
ご
と
の
16
テ
ー
マ
に

分
か
れ
た
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
る
。い
ず
れ
も

１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
合
同
チ
ー
ム
で
と
も

に
実
習
を
行
う
。
実
習
で
は
、事
前
準
備
、実

際
の
活
動
、振
り
返
り
機
会
等
、活
動
全
体

を
合
計
す
る
と
、週
30
時
間
に
も
及
ぶ
こ
と

が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
ま
た
、実
習
以
外
で

履
修
す
る
専
門
科
目
が
幅
広
い
こ
と
も
地
域

創
生
学
群
の
特
徴
で
、３
分
の
２
は
他
学
部

の
科
目
だ
。

 

「
各
学
部
か
ら
科
目
を
供
出
し
て
も
ら
う
こ

と
は
学
部
に
と
っ
て
は
負
担
な
の
で
、協
力
を

地域創生学群長
地域共生教育センター長
眞鍋和博教授

取材・文／長島佳子

得
る
の
は
大
変
で
す
」（
眞
鍋
教
授
）

　

し
か
し
、学
群
が
で
き
て
８
年
目
の
今
、地

域
か
ら
日
々
相
談
が
来
る
ほ
ど
、地
域
で
も

大
学
で
も
存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
最
初
は
学
生
が
地
域
に
入
っ
て
い
く
と
、行

事
の
人
手
く
ら
い
の
扱
い
で
し
た
が
、教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
意
義
を
丁
寧
に
説
明
し

北九州市立大学の教育改革

学校が抱えていた課題感

目指した姿

取り組み内容

北
九
州
市
立
大
学

●公立大学として地域貢献が不十分だった。
●旧来の座学にとどまり、実践的な教育が進んでおらず、産業社会の変
化に追いついていなかった。

「地域に根ざし、時代をリードする人材の育成と知の創造」
全学共通で修得する４つの力　「自ら立つ力」「異文化と交わる力」「未来
を創り実践する力」「チームで協働する力」

◆大学改革 第2期（2011年～2018年度） 中期目標
「選ばれる大学への質的成長」「大学プレゼンス（存在感）」「環境・地域・ア
ジア」をキーワードに、教育、研究、社会貢献、経営の相互連携
①社会を生き抜く力を備え、地域・社会をリードする人材の育成　②優れ
た専門知識・学識を有する職業人・研究者の養成　③大きな成長を促し
社会への離陸を支援　④地域からアジアへ。時代をリードする環境・産業
技術　⑤地域・社会の発展へ。地域課題に対応する調査・研究　⑥大
学が息吹く。我が街への貢献　⑦異文化が交わるキャンパス。多様な国
際化の推進　⑧自主・自律し信頼される大学

◆地域に貢献する取り組み
①2009年「地域創生学群」創設⇒地域課題に特化しつつ、複数の部局に
またがる専門分野を学べる学部組織設置　②2010年「地域共生教育セン
ター」創設⇒地域創生学群の実習で行っているような取り組みを、全学部の
学生・教員が参加できる組織　③2013年「北九州まなびとESDステーショ
ン」創設⇒文部科学省の大学間連携推進事業として、北九州の10大学と
連携した、実践的な地域課題解決プログラム

学
び
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
逆
転

複
数
の
学
問
を
学
ぶ
学
群
制

学
年
縦
断
チ
ー
ム
で
週
30
時
間

実
習
中
心
の
学
び
を
実
施

【福岡・公立】
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図2  地域課題解決型の取り組み

図3  各組織での地域課題への取り組みテーマ例

図1  地域創生学群での学び

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
地
域
と
大
学
が
一

緒
に
学
生
を
育
て
る
認
識
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
教
員
の
役
目
の
ひ
と
つ
は
地
域
と
学

生
を
つ
な
ぎ
、地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
す
」（
眞
鍋
教
授
）

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、３
年
生
の
希
望
者
が
実
習
か
ら
離
れ
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
参
加
し
て
い
る

（
図
１
）。
実
際
に
起
業
体
験
を
す
る
「
起
業

ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
、週
３
・
４
日
フ

ル
タ
イ
ム
で
５
カ
月
間
勤
務
す
る
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の「
リ
ア
ル
就
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
２
コ
ー
ス
だ
。
こ
れ
ら
に
参
加
し
た
学
生
の

外
部
か
ら
の
評
価
が
非
常
に
高
く
、さ
ら
な

る
成
長
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
就
活
方

法
が
他
の
学
生
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
い

う
。日
々
の
実
習
を
通
し
て「
地
域
を
よ
り
よ

く
す
る
」と
い
う
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、そ
れ
が
で
き
れ
ば
業
界
を

問
わ
ず
飛
び
込
ん
で
い
く
そ
う
だ
。

　

学
群
以
外
の
学
生
の
地
域
貢
献
意
欲
に

応
え
る
た
め
に
、同
大
学
は
２
０
１
０
年
に

「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
た
。

地
域
創
生
学
群
で
行
っ
て
い
る
実
習
と
は
異

な
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
全
学
部
・
学
群
の
学
生
が
参
加
で
き

る
も
の
で
、現
在
約
１
２
０
０
人
が
登
録
し
、

実
働
だ
け
で
も
16
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
約
7
０
０

人
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。
学
生
だ
け
で

な
く
、地
域
か
ら
の
依
頼
が
特
定
の
専
門
分

野
に
特
化
し
た
場
合
は
、そ
の
専
門
の
教
員

を
巻
き
込
む
こ
と
も
あ
り
、地
域
と
全
学
が

交
わ
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る（
図
２
）。

　

地
域
か
ら
学
生
の
ア
イ
デ
ア
や
能
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、２

０
１
３
年
か
ら
文
部
科
学
省
の
大
学
間
連
携

推
進
事
業
と
し
て
、「
北
九
州
ま
な
び
と
Ｅ
Ｓ

Ｄ（
＊
）ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
設
。
北
九
州
内

の
10
大
学
と
連
携
し
て
地
域
の
課
題
解
決
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
行
っ
て
い
る（
図
３
）。

「
こ
の
活
動
で
は
他
大
学
の
学
生
た
ち
の
成

長
が
顕
著
で
す
。
地
域
の
人
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
、自
尊
感
情
が
高
ま
る
よ
う
で
す
」

（
眞
鍋
教
授
）

　

今
後
の
課
題
は
、実
習

で
得
た
知
識
や
経
験
を

「
地
域
創
生
学
」と
い
う

学
問
と
し
て
確
立
し
て

広
げ
る
こ
と
だ
と
い
う
。

 

「
教
育
改
革
の
究
極
の

①2009年「地域創生学群」創設

②2010年「地域共生教育センター」創設

③2013年「北九州まなびと
　ESDステーション」創設

起業トライアル
プログラム

経済学部
文学部
法学部

基盤教育
センター

全学部・学群の
学生が参加可能

全学部・学群の
教員が参加可能

北九州市内の
10大学と連携

企業

都
市
政
策
研
究
所

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

企
業
社
会

専門知識

深い教養

地
域
と
の
連
携

社
会
で

求
め
ら
れ
る
力

チャレンジ
プログラムリアル就職

プログラム

教員が直接
地域にコミット

学生が直接
地域にコミット

学生が直接
地域にコミット

学生が直接
地域にコミット

教員が直接
地域にコミット

教員が直接
地域にコミット

実習（地域でのテーマごとの実践活動）
※1～3年がチームを組んで取り組む

地域創生
学群
※360名

（各学年90名）

地域共生教育
センター

※実働約700名
（登録は1200名以上

地
域
社
会

北九州まなびと
ESD

ステーション

演習（活動の振り返り）

演習（専門分野の深化）

講義（座学）

1年 2年 3年 4年

地
域
か
ら
求
め
ら
れ
、学
外
や

地
域
全
体
の
取
り
組
み
へ
昇
華

農業のプロジェクトでは、当初は外部のオブザー
バーとしての参加だったが、今ではまちづくり協議
会の正式構成員として活動。

車いすソフトプロジェクトでは障がい者
も健常者も年齢・性別も関係なく楽しめ
るスポーツの普及に貢献している。

地域創生
学群

地域マネジメント
コース

「猪倉農業関連プロジェクト」 農業を通じて、農村部の地域活性化

「『子どもの学び』支援プロジェクト」 小学校を訪問し、
放課後の学習支援ボランティア

「小倉活性化プロジェクト」 小倉のまちの情報発信とにぎわいづくり

地域福祉コース
「コミュニティーワーカー実習」 団地に住む独居高齢者の支援

「司法福祉実習」 法に触れる行為をした少年や成人に対して、
「福祉」的なアプローチ

地域ボランティア
養成

「車いすソフト」 誰もが楽しめるスポーツとしての車いすソフトボールの
ルールの精度を高め、スポーツとして周知する取り組み

「シニア体力アップ実習」 シニアの健康維持と健康増進を目的とした
運動教室の企画・運営

全体実習 「FM KITAQラジオ番組制作実習」 北九州のコミュニティーＦＭ局の番組制作

地域共生
教育センター

「防犯・防災プロジェクト【MATE's】」 地域安全マップづくり、市内一斉パトロールなど、
防犯・防災に関わる様々な取り組み

「青空学プロジェクト」 北九州市の公害克服の歴史を体系的にまとめて保存する

「421Lab.学生運営スタッフ」 学生の地域活動を学生がサポートする

北九州
まなびとＥＳＤ
ステーション

「学生まちあるきプロジェクト」 地域にしかない宝物をまちあるきを通して見つけるプロジェクト

「カンボジア教育支援プロジェクト」 カンボジアの子どもたちの学びを支援

「idea＋」 小倉のまちをキャンパスに、講座をプロデュースする

目
的
は『
次
世
代
に
こ
の
地
球
を
確
実
に
残

し
て
い
く
こ
と
』で
す
。そ
の
た
め
に
、自
分
で

シ
ナ
リ
オ
を
作
れ
る
人
を
育
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
見
つ
け
た
課
題
を
自
分
事
と
し

て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、実
習
し
て
も
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。本
学
の
学
生
が
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
、近
隣
の
高
校
や
大
学
、地
域
の

人
々
に
ま
で
広
げ
て
、学
生
、市
民
が
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、地
域
が
自
立
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
地
域
の
人
々
自
身
が
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
終
的
な
目
標
で
す
」

（
眞
鍋
教
授
）

＊ＥＳＤ（Education for Sustainable Development）=
  持続可能な開発のための教育

動き出した大学、専門学校、高校の取り組み

教育改革、その先の姿は…
実践レポート
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